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近
世
孝
子
伝
解
題
（
一
）　　
　

勝
又　

基
＊
日
本
文
化
学
科　

准
教
授　

日
本
近
世
文
学

写
本
と
し
て
独
立
し
て
い
な
い
も
の
、
た
と
え
ば
全
集
内
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

形
で
の
み
確
認
で
き
る
も
の
は
、「
写
（
非
単
行
）」
と
記
し
た
。

・
3
行
目
…
単
叢
伝
の
別
、
表
記
の
別
、
対
象
地
域
（
該
当
す
る
現
自
治
体
）
に

つ
い
て
記
し
た
。

・【
書
誌
・
構
成
・
諸
本
】
の
項
…
主
に
書
物
の
外
形
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て

記
し
た
。

・【
著
者
・
成
立
】
の
項
…
主
に
執
筆
、
刊
行
と
い
っ
た
人
事
に
関
わ
る
事
柄
に

つ
い
て
記
し
た
。

・【
孝
子
素
性
・
事
蹟
・
表
彰
】
の
項
…
主
に
描
か
れ
た
孝
子
に
関
わ
る
事
柄
に

つ
い
て
記
し
た
。

・【
複
製
・
翻
刻
・
参
考
文
献
】
の
項
…
目
に
触
れ
た
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
年
次

順
に
記
し
た
。

・【
付
記
】
の
項
…
右
に
収
ま
ら
な
い
事
柄
に
つ
い
て
記
し
た
。

（
一
）
近
世
前
期
土
佐
藩

﹇
〇
﹈
概
観

　

土
佐
藩
の
孝
子
良
民
表
彰
は
、
四
代
藩
主
・
山
内
豊
昌
の
代
（
寛
文
九
年
〈
一
六

六
九
〉
六
月
〜
元
禄
十
三
年
〈
一
七
〇
〇
〉
九
月
）
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
だ
。
知
る

限
り
で
最
も
早
い
表
彰
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）、
土
佐
国
高
岡
郡
鴨
地
村

（
元
高
知
県
土
佐
市
）
の
森
安
右
衛
門
・
八
右
衛
門
兄
弟
に
対
し
て
で
あ
る
（﹇
一
﹈

『
戸
波
孝
子
』）。
こ
れ
は
綱
吉
が
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
三
月
に
駿
河
国
富
士
郡

の
孝
子
・
五
郎
右
衛
門
を
表
彰
し
た
の
に
は
遅
れ
る
が
、
全
国
的
に
見
れ
ば
早
い
部

類
に
属
す
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
右
は
単
発
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

近
世
孝
子
伝
解
題
（
一
）勝　

又　
　

基＊

凡　

例

〈
概
要
〉

・
採
録
作
品
の
範
囲
…
近
世
期
に
書
か
れ
た
孝
子
伝
で
、
近
世
期
に
生
き
た
孝
子

を
対
象
と
す
る
作
品
を
取
り
上
げ
た
。
単
行
本
の
形
を
し
て
い
な
い
も
の
、
た

と
え
ば
個
人
の
全
集
だ
け
で
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
作
品
な
ど
も
取
り

上
げ
た
。

・
配
列
…
近
世
孝
子
伝
を
括
る
政
治
区
分
上
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
該
当
す
る
作

品
を
ほ
ぼ
年
代
順
に
挙
げ
た
。

・
表
記
…
基
本
的
に
通
行
字
体
に
改
め
た
。
濁
点
、
句
読
点
は
私
に
補
っ
た
。

〈
各
項
目
〉

・
タ
イ
ト
ル
行
…
代
表
的
な
作
品
名
を
挙
げ
た
。
主
に
内
題
主
義
を
採
っ
た
。
私

に
付
し
た
書
名
は
〔　

〕
で
囲
っ
た
。

・
2
行
目
…
著
者
、
成
立
年
時
、
写
刊
の
別
、
数
量
に
つ
い
て
記
し
た
。
版
本
や
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明
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大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

と
い
う
の
は
、
珍
し
い
部
類
に
属
す
る
。

﹇
一
﹈
戸
波
孝
子

　
　
　
　

著
者
不
明　

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
十
一
月
成　

写
一
冊

　
　
　
　

単
伝　

漢
文　

土
佐
藩
（
高
知
県
）

【
書
誌
・
構
成
・
諸
本
】

〈
書
誌
と
構
成
〉
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
本
（
請
求
記
号
Ｋ
1 

5 

9
／
5
／
山

内
）
で
示
す
。

　

形
態　

写
本
一
冊
。

　

表
紙　

後
補
。
三
方
折
込
。
薄
茶
色
無
地
・
二
十
八
・
二
×
二
十
・
七
㎝
。

　

外
題　

左
肩
子
持
枠
題
簽
に
墨
書
「
戸
波
孝
子
」。

　

構
成
お
よ
び
丁
数　

　
　

1
書
状
群
（
計
十
二
丁
〈
た
だ
し
最
終
丁
ウ
ラ
白
紙
〉）

ａ
．「
戸
波
之
内
鴨
地
村
石
川
惣
左
右
衛
門
殿
百
姓
安
右
衛
門
八
左
衛
門

兄
弟
共
孝
行
仕
段
御
聞
及
被
成
由
ニ
而
吟
味
仕
様
ニ
与
被
仰
付
故
委
細

書
付
差
上
覚
」（
貞
享
三
年
寅
卯
月
三
日
、
戸
波
村
庄
屋
市
郎
右
衛
門

よ
り
高
田
十
右
衛
門
宛
）

ｂ
．「
覚
」（
寅
七
月
十
七
日
、
普
請
方
下
奉
行
山
岡
勘
右
衛
門
よ
り
社
太

左
衛
門
宛
）

ｃ
．
書
状
写
（
七
月
十
九
日
、
石
川
宗
左
衛
門
よ
り
鳥
飼
弥
三
郎
宛
）

ｄ
．「
差
出
」（
貞
享
四
年
九
月
二
十
九
日
、
戸
波
村
大
庄
屋
市
郎
左
衛
門

よ
り
高
田
十
右
衛
門
宛
）

ｅ
．「
覚
」（
貞
享
五
年
八
月
二
十
四
日
、
石
川
惣
左
衛
門
組
頭
戸
波
村
安

右
衛
門
よ
り
戸
波
村
大
庄
屋
市
郎
右
衛
門
宛
）

　

五
代
藩
主
・
山
内
豊
房
の
代
（
元
禄
十
三
年
〈
一
七
〇
〇
〉
十
一
月
〜
宝
永
三
年

〈
一
七
〇
六
〉
六
月
）
に
は
、
孝
子
良
民
の
表
彰
が
本
格
的
に
な
る
。
そ
の
背
景
に

は
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
九
月
に
起
こ
り
、
十
万
石
余
の
損
害
を
も
た
ら
し
た

風
雨
洪
水
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
同
年
十
二
月
に
は
、
香
美
郡
手
結
村
の
所
助
・
清
蔵
、

吾
川
郡
柳
瀬
村
の
さ
く
等
に
表
彰
を
行
っ
て
い
る
（﹇
二
﹈〔
手
結
村
所
助
・
清
蔵
孝

柱
〕、﹇
三
﹈『
板
垣
氏
自
家
雑
記
』）。
こ
の
う
ち
所
助
・
清
蔵
を
表
彰
す
る
さ
い
に

は
、
顕
彰
の
た
め
家
の
前
に
表
柱
を
建
て
た
。
こ
の
行
為
は
そ
の
後
に
表
彰
さ
れ
た

孝
子
に
も
な
さ
れ
た
と
い
う
。

　
﹇
四
﹈『
御
国
中
善
行
人
并
不
孝
人
覚
書
』
は
、
元
禄
末
期
の
表
彰
を
ま
と
め
て
、

良
民
へ
の
読
み
聞
か
せ
に
利
用
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
明
確
な
資
料
で
あ
る
。
豊

房
の
孝
子
良
民
顕
彰
は
、
か
な
り
計
画
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、

こ
の
よ
う
に
災
害
の
あ
と
、
民
心
の
安
定
を
図
る
た
め
に
善
行
者
の
表
彰
を
行
う
こ

と
は
、
早
く
岡
山
藩
な
ど
で
も
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　

六
代
藩
主
・
豊
隆
の
代
（
宝
永
三
年
〈
一
七
〇
六
〉
八
月
〜
享
保
五
年
〈
一
七
二

〇
〉
四
月
）
に
は
、
孝
子
良
民
が
表
彰
さ
れ
た
形
跡
を
知
ら
な
い
。
た
だ
こ
れ
は
、

記
録
が
埋
も
れ
て
い
る
だ
け
と
い
う
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。
七
代
藩
主
・
豊
常

（
享
保
五
年
〈
一
七
二
〇
〉
五
月
〜
享
保
十
年
〈
一
七
二
五
〉
九
月
）、
八
代
藩
主
・

豊と
よ

敷の
ぶ

（
同
十
月
〜
明
和
四
年
〈
一
七
六
七
〉
十
一
月
〉）
の
代
に
は
多
く
の
表
彰
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
表
彰
を
集
成
し
た
の
が
『
土
佐
国
鏡
草
』
で
あ
る
。
こ
れ

は
侍
講
を
務
め
た
谷
垣
守
が
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
か
ら
元
文
四
年
（
一
七
三

九
）
ま
で
に
表
彰
さ
れ
た
孝
子
良
民
を
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
こ
れ
を
漢
文
化
し
て
『
土
佐
国
懿
行
記
事
』
と
い
う
書
物
に
も
し
て
い
る
。

『
土
佐
国
鏡
草
』
は
土
佐
国
の
孝
子
伝
と
し
て
も
っ
と
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
書
物

で
あ
る
が
、
現
時
点
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
本
文
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
孝

子
伝
の
世
界
で
は
、
さ
き
に
平
仮
名
の
伝
記
を
記
し
、
の
ち
に
漢
文
の
伝
記
を
記
す
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近
世
孝
子
伝
解
題
（
一
）　　
　

勝
又　

基

　
　

板
墻
喜
右
衛
門
義
氏
（
3
）
は
未
詳
。

【
孝
子
素
性
・
事
蹟
・
表
彰
】

〈
素
性
〉
森
安
右
衛
門
、
八
右
衛
門
兄
弟
。
戸
波
村
東
鴨
地
（
現
高
知
県
土
佐
市
）

の
農
民
。
森
平
兵
衛
の
子
。

〈
事
蹟
〉
兄
弟
で
父
母
に
よ
く
仕
え
た
。
父
の
没
後
は
遺
産
を
譲
り
合
っ
た
。

〈
表
彰
〉
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
十
一
月
二
十
日
、
土
佐
藩
三
代
藩
主
・
山
内
豊

昌
よ
り
米
二
十
俵
。

〈
備
考
〉
な
お
、『
戸
波
村
誌
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

因
に
右
森
宗
家
の
現
主
を
森
和
市
氏
と
す
尚
他
六
家
に
分
る
（
森
金
吾
同
盛
馬

同
茂
久
太
郎
同
為
吉
同
金
太
郎
同
伝
太
郎
）
是
等
一
門
右
の
記
録
を
巻
物
様
と

名
づ
け
祖
先
の
忌
日
に
は
一
門
集
ひ
て
朗
読
の
式
を
行
ふ
尚
孝
子
父
子
を
祀
れ

る
巻
物
様
な
る
小
祠
あ
り
毎
年
九
月
十
四
日
一
族
順
番
に
て
祭
祀
を
営
み
報
本

反
始
の
誠
を
輸
す
と

孝
子
の
墓
所
東
鴨
地
字
花
吉
一
一
二
四
番
地
に
在
り

　

表
彰
に
ま
つ
わ
る
記
録
類
が
、
一
族
の
間
で
神
格
化
さ
れ
て
い
る
様
子
が
興
味
深

い
。

【
複
製
・
翻
刻
・
参
考
文
献
】

〈
翻
刻
〉『
戸
波
村
誌
』（
昭
和
五
年
一
月　

高
岡
郡
戸
波
村
役
場
）
第
二
十
二
章
第

二
節
「
孝
子
、
節
婦
」。
松
野
尾
章
行
『
皆
山
集
』（
原
本
明
治
期
成
。
昭
和
五
十

三
年
〈
一
九
七
八
〉
三
月　

高
知
県
立
図
書
館
。
史
料
篇
2
第
一
章
「
褒
賞
」
に

褒
状
の
写
し
を
掲
載
）。

〈
参
考
文
献
〉『
土
佐
市
史
』（
昭
和
五
十
三
年
十
二
月　

土
佐
市
）
第
二
章
「
近
世

後
期
」。

ｆ
．「
覚
」（
辰
霜
月
十
七
日
、
戸
波
村
大
庄
屋
市
郎
右
衛
門
よ
り
高
田
十

右
衛
門
宛
）

ｇ
．「
奉
行
所
迄
書
付
出
候
扣
」（
卯
十
月
十
五
日
、
屋
代
太
左
衛
門
よ
り

御
奉
行
所
宛
）

ｈ
．
感
状
（
貞
享
四
年
十
一
月
二
十
日
、
屋
代
太
左
衛
門
よ
り
安
右
衛

門
・
八
左
衛
門
宛
）

2
漢
文
伝
記
「
孝
子
安
右
衛
門
八
左
衛
門
伝
」（
著
者
不
明
。
末
尾
に
「
貞
享

丁
卯
中
冬
下
弦
」
と
あ
り
）
三
丁
半
（
最
終
丁
ウ
ラ
白
紙
）。

　

行
数　

1
…
八
行
。
2
…
九
行
。

〈
諸
本
〉「
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
土
佐
山
内
宝
物
資
料
館
本

（
Ｋ
1 

5 

9
／
5
／
山
内
）
を
挙
げ
る
の
み
。
た
だ
し
『
戸
波
村
誌
』
に
翻
刻
さ

れ
て
い
る
の
は
別
本
で
あ
り
、
構
成
が
異
な
る
。
具
体
的
に
は
、
右
に
挙
げ
た
構

成
に
続
け
て
、

3
平
仮
名
伝
記
「
戸
波
村
安
右
衛
門
八
左
衛
門
孝
行
物
語
」（
末
尾
に
「
元
禄

四
辛
未
年
九
月
上
弦　

板
墻
喜
右
衛
門
義
氏
」
と
あ
り
）

　

が
加
わ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
『
土
佐
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
郡
代
屋
代
太
左
衛
門
自
筆
の
賞
状
が
安
右
衛

門
の
子
孫
で
あ
る
森
俊
一
郎
氏
蔵
森
文
庫
に
存
す
る
と
い
う
。

【
著
者
・
成
立
】

〈
著
者
〉
屋
代
太
左
衛
門
（
1
の
ｇ
、
ｈ
）
は
普
請
奉
行
、
郡
方
役
人
な
ど
を
歴
任

し
た
人
物
。
稲
毛
実
『
間
日
雑
集
』（
文
政
五
年
〈
一
八
二
二
〉
成
。『
土
佐
国
群

書
類
従
』
巻
六
十
三
所
収
）
に
よ
れ
ば
、「
抜
群
の
能
書
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
没
、
六
十
五
歳
。〔
参
考
〕『
高
知
県
人
名
辞
典　

新

版
』（
平
成
十
一
年
九
月　

高
知
新
聞
社
）「
や
し
ろ　

た
い
け
ん　

屋
代　

大

軒
」
の
項
）。
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二
〇
一
四
年

ひ
、
又
学
生
に
命
じ
て
其
孝
行
の
事
蹟
を
門
閭
に
顕
は
し
給
ふ
。
表
柱
の
文
左

の
通
。

七
十
に
あ
ま
り
し
父
三
年
の
病
中
側
を
は
な
れ
ず
大
切
に
看
病
し
、
父
死
後

母
へ
の
孝
行
も
人
に
勝
れ
た
る
趣
御
聴
に
達
し
、
御
褒
美
被
下
た
る
所
助
、

清
蔵
兄
弟
が
家

公
御
一
代
御
参
勤
御
帰
国
の
節
、
此
者
の
門
前
に
御
駕
を
被
為
留
、
所
助
清
蔵

と
御
直
に
二
人
の
名
を
被
為
呼
候
よ
し
。
誠
に
両
人
の
孝
心
天
に
通
じ
、
か
く

ま
で
親
し
く
公
の
御
言
葉
の
聞
へ
さ
せ
給
ふ
あ
り
が
た
さ
よ
と
、
人
々
羨
み
お

も
は
ざ
る
は
な
か
り
し
と
ぞ
。
扨
其
後
、
廻
国
の
修
行
者
（
手
結
浦
日
抄
ニ
曰
、

回
国
者
は
下
総
国
沼
田
の
庄
上
達
坊
）
此
浦
を
通
り
し
と
き
、
右
所
助
清
蔵
が

門
閭
の
表
を
見
て
よ
み
し
歌
あ
り
。
左
に
記
す
。

か
ぞ
い
ろ
に
背
か
ぬ
名
を
ぞ
国
人
の
子
毎
に
つ
げ
よ
手
結
の
浦
風　
　
　

　

な
お
『
皆
山
集
』
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
奉
行
所
へ
差
し
出
さ
れ
た
書
付
の
写
し

を
掲
載
す
る
（
元
禄
十
四
年
十
二
月
十
一
日
付
）。
ま
た
同
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
柱

は
兄
弟
の
没
後
は
集
録
方
へ
戻
さ
れ
た
と
い
う
。

【
著
者
・
成
立
】

〈
著
者
〉
未
詳
。

〈
成
立
〉
五
代
藩
主
、
山
内
豊
房
が
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
八
月
三
十
日
に
兄
弟

の
家
に
建
て
さ
せ
た
も
の
。
多
く
の
参
考
文
献
が
、
藩
内
で
こ
の
手
の
表
柱
が
建

て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
始
め
と
す
る
。

【
孝
子
素
性
・
事
蹟
・
表
彰
】

〈
素
性
〉
所
助
・
清
蔵
兄
弟
。
土
佐
国
香
美
郡
手
結
村
（
現
高
知
県
香
南
市
）
の
漁

夫
・
曾
右
衛
門
の
子
。

〈
事
蹟
〉
七
十
過
ぎ
の
父
を
兄
弟
で
三
年
間
看
病
し
、
そ
の
没
後
も
母
に
孝
養
を
尽

く
し
た
。

﹇
二
﹈〔
手て

結い

村
所し
ょ

助す
け

・
清き
よ

蔵ぞ
う

孝
柱
〕

著
者
未
詳　

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
八
月
三
十
日
建　

写
（
非
単
行
）

単
伝　

平
仮
名　

土
佐
藩
（
高
知
県
）

【
書
誌
・
構
成
・
諸
本
】

　

単
行
書
の
形
で
残
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。

　

諸
書
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
元
と
な
る
資
料
は
、
山
内
豊
栄
泰

「
泰
雄
公
遺
事
」（
未
見
）
か
と
思
わ
れ
る
。
武
藤
致
知
『
南
路
史
』（
文
化
十
年

〈
一
八
一
三
〉
成
）
巻
四
十
五
人
物
（
下
）、
稲
毛
多
蔵
実
『
間
日
雑
集
』（
文
政
五

年
〈
一
八
二
二
〉
五
月
成
。『
土
佐
群
書
類
従
』
所
収
）、
松
野
尾
章
行
『
皆
山
集
』

（
明
治
期
成
）
史
料
篇
（
2
）
第
一
章
「
褒
賞
」
な
ど
も
、
こ
れ
に
基
づ
く
よ
う
で

あ
る
。

　

松
山
白
洋
「
土
佐
歌
人
群
像
（
七
）」
に
引
用
さ
れ
た
も
の
を
転
載
し
て
お
く
。

手
結
浦
の
漁
夫
、
曾
右
衛
門
と
云
者
あ
り
。
年
老
て
七
十
余
、
中
風
を
病
み
て

難
儀
せ
し
に
、
其
子
所
助
、
清
蔵
と
て
兄
弟
の
者
、
孝
行
衆
に
越
た
る
者
に
て
、

残
る
所
も
な
く
孝
養
を
尽
せ
し
か
ば
、
三
ヶ
年
の
程
は
父
の
病
み
患
ふ
る
事
も

打
忘
る
る
ば
か
り
な
り
け
り
。
素
り
家
貧
し
く
て
魚
を
ひ
さ
ぎ
、
世
を
渡
る
者

の
こ
と
な
れ
ば
、
着
る
も
の
と
て
も
厚
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
冬
の
夜
は
、
父
の
足

を
し
て
己
が
懐
に
入
れ
あ
た
た
め
、
又
夏
は
、
涼
し
き
と
こ
ろ
に
座
を
し
め
な

ど
し
て
、
三
ヶ
年
の
孝
養
、
言
語
に
つ
く
し
が
た
し
。
常
に
兄
弟
の
者
、
替
る

替
る
側
を
は
な
れ
ず
。
一
人
側
に
あ
れ
ば
、
一
人
は
父
母
の
衣
類
飲
食
等
を
調

度
し
、
一
人
外
に
出
て
働
け
ば
、
一
人
は
内
に
入
て
看
病
す
。
如
此
な
り
し
か

ば
、
其
孝
心
の
誠
や
衆
人
を
勘
当
し
、
元
禄
十
四
年
の
冬
、
其
浦
の
長
よ
り
浦

役
の
者
ま
で
達
し
出
て
、
早
速
官
府
に
訴
へ
出
け
る
に
、
公
つ
ま
び
ら
か
に
御

聞
あ
そ
ば
さ
れ
、
御
感
賞
な
な
め
な
ら
ず
、
則
兄
弟
の
者
へ
米
数
十
俵
下
し
給
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勝
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基

右
之
通
、
父
母
ニ
孝
行
、
夫
婦
和
順
、
兄
弟
親
類
賑
敷
、
人
ニ
信
有
テ
農
業
家
職

ヲ
励
、
律
儀
成
も
の
を
被
為
感
、
不
孝
不
義
成
も
の
厳
罪
せ
ら
れ
、
悪
を
止
、
善

ニ
移
し
、
人
た
る
道
を
行
候
様
に
被
為
思
召
御
志
、
難
有
難
事
ニ
候
。
右
之
段
々
、

末
々
之
者
共
、
耳
ニ
留
り
候
様
ニ
、
口
上
ニ
而
懇
ニ
可
被
申
聞
候
。
以
上

　

未
ノ
八
月
四
日

　

成
立
年
時
が
明
ら
か
に
な
る
と
共
に
、
こ
の
伝
記
集
が
人
々
へ
語
り
聞
か
せ
る
た

め
の
材
料
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
こ
の
記
述
を
踏
ま
え
、
周
辺
資
料
も
視
野
に
入
れ
て
該
書
の
成
立
に
つ
い

て
ま
と
め
て
く
れ
て
い
る
の
が
、
活
字
本
『
土
佐
群
書
類
従
』
解
題
で
あ
る
。

元
禄
十
六
年
七
月
御
郡
奉
行
か
ら
発
せ
ら
れ
た
「
覚
」
の
中
に
、「
孝
行
者
、

或
ハ
兄
弟
睦
敷
農
業
情
ニ
入
候
輩
、
去
々
年
よ
り
こ
の
か
た
御
褒
美
被
遣
候
者

共
、
又
は
不
孝
者
罪
科
に
被
仰
付
者
、
荒
増
別
紙
に
書
付
有
之
候
条
、
於
郷
中

入
念
末
々
ニ
至
迄
読
為
聞
可
申
。
是
ハ
善
を
す
ゝ
め
悪
を
こ
ら
し
め
ニ
候
条
、

可
得
其
意
旨
可
申
聞
事
」
と
い
う
一
条
が
あ
る
。「
去
々
年
」
は
元
禄
十
四
年

に
当
た
り
、
上
記
史
料
の
褒
賞
開
始
年
と
一
致
し
、「
別
紙
に
書
付
」
の
別
紙

は
本
史
料
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
（
本
文
末
に
も
そ
の
旨
を
明
記
し
て
い

る
）、
郷
中
に
於
い
て
「
入
念
」
に
読
み
聞
か
せ
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
元
禄
十
六
年
は
、
昨
年
両
度
の
大
風
洪
水
の

た
め
甚
大
な
被
害
を
受
け
飢
餓
人
が
増
長
し
、
御
救
小
屋
が
設
置
さ
れ
た
年
で

あ
る
。
身
を
以
て
仁
政
を
実
践
し
た
明
君
の
誉
れ
が
高
い
五
代
藩
主
豊
房
の
意

向
に
出
る
と
思
わ
れ
る
が
、
庶
民
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
本
書
を
拝
読
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
『
御
国
中
善
行
人
并
不
孝
人
覚
書
』
が
、
実
際
に
発
せ
ら
れ
た
触
書
と
連
動

し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
元
禄
末
期
に
孝
子
良
民
の

表
彰
・
顕
彰
が
盛
ん
に
な
さ
れ
た
背
景
に
、
大
風
洪
水
の
被
害
が
あ
っ
た
と
い
う
指

〈
表
彰
〉
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
十
二
月
、
藩
主
よ
り
米
二
十
俵
。

【
複
製
・
翻
刻
・
参
考
文
献
】

〈
翻
刻
〉『
皆
山
集
』『
南
路
史
』『
間
日
雑
集
』。

〈
参
考
文
献
〉『
夜
須
町
史
』（
昭
和
六
十
二
年
一
月　

夜
須
町
教
育
委
員
会
。
下
巻

「
人
物
編
」。
昭
和
十
七
年
十
月
十
日
に
「
孝
子
記
念
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
を

記
す
。
中
島
鹿
吉
撰
文
、
松
村
丑
太
郎
處
。
手
結
港
の
南
、
薬
師
堂
下
に
あ
り
。

写
真
も
掲
載
す
る
）。

﹇
三
﹈
板
垣
氏
自
家
雑
記

　

原
本
所
在
不
明
。
武
藤
致
知
『
南
路
史
』（
文
化
十
年
〈
一
八
一
三
〉
成
）
巻
四

十
五
人
物
下
に
「
板
垣
氏
自
家
雑
記
曰
」
と
し
て
、
サ
ク
（
吾
川
郡
柳
ノ
瀬
村
。
元

禄
十
四
年
十
二
月
十
二
日
、
藩
主
よ
り
米
十
俵
）、
源
右
衛
門
（
吾
川
郡
長
浜
村
。

元
禄
十
四
年
、
藩
主
よ
り
米
七
俵
）、
三
太
郎
（
幡
多
郡
江
村
。
元
禄
十
五
年
正
月

二
十
七
日
、
藩
主
よ
り
扣
地
五
反
永
代
）
の
伝
を
記
す
。

﹇
四
﹈
御
国
中
善
行
人
并
不
孝
人
覚
書

著
者
不
明　

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
八
月
成　

写
（
非
単
行
）

叢
伝　

平
仮
名　

土
佐
藩
（
高
知
県
）

【
書
誌
・
構
成
・
諸
本
】

　

単
行
本
を
知
ら
な
い
。『
土
佐
群
書
類
従
』（
明
治
十
四
年
〈
一
八
八
一
〉
成
）
に

掲
載
さ
れ
る
。

【
著
者
・
成
立
】

　

著
者
不
明
。
た
だ
し
左
の
よ
う
な
無
署
名
跋
が
あ
る
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

人
へ
介
補
の
命
。

5
三
太
郎
、
父
清
之
丞

〈
素
性
〉
幡
多
郡
江
ノ
村
の
百
姓
。
当
時
二
十
一
歳
。

〈
事
蹟
〉
父
・
母
・
祖
母
に
よ
く
仕
え
た
。
父
清
之
丞
も
祖
母
に
よ
く
仕
え
、
母

の
甥
の
茂
作
を
も
養
っ
た
。

〈
表
彰
〉
庄
屋
安
兵
衛
か
ら
銀
子
・
麦
等
。
元
禄
十
五
年
正
月
二
十
七
日
、
藩
主

か
ら
三
太
郎
へ
控
地
の
五
反
を
一
代
免
許
。

6
忠
兵
衛

〈
素
性
〉
高
岡
郡
佐
川
三
反
田
町
の
民
。

〈
事
蹟
〉
町
人
に
預
け
ら
れ
、
父
に
仕
送
り
を
し
た
。

〈
表
彰
〉
領
主
・
深
尾
若
狭
よ
り
永
代
家
屋
敷
、
町
役
免
除
、
白
銀
五
枚
。

7
武
右
衛
門
、
七
之
丞
、
伝
之
丞

〈
素
性
〉
吾
川
郡
新
別
村
の
兄
弟
。
と
も
に
百
姓
。

〈
事
蹟
〉
農
業
に
出
精
し
、
兄
弟
睦
ま
じ
く
し
た
。

〈
表
彰
〉
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
五
月
二
日
、
藩
主
よ
り
米
三
俵
ず
つ
。

8
八
左
衛
門
、
妻

〈
素
性
〉
末
清
村
の
百
姓
。

〈
事
蹟
〉
夫
婦
で
老
父
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
五
月
二
日
、
藩
主
よ
り
八
右
衛
門
へ
米
七

俵
、
妻
へ
米
五
俵
。

9
と
ら

〈
素
性
〉
香
我
美
郡
口
西
川
の
民
。

〈
事
蹟
〉
盲
目
の
母
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
五
月
二
日
、
藩
主
よ
り
米
七
俵
。

10
平
兵
衛

摘
も
重
要
で
あ
る
。

【
孝
子
素
性
・
事
蹟
・
表
彰
】

　

※
原
本
に
章
題
が
な
い
た
め
、
見
出
し
は
私
が
作
成
し
た
。

1
は
る

〈
素
性
〉
幡
多
郡
三
保
村
の
民
。

〈
事
蹟
〉
母
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
年
時
不
明
、
藩
主
よ
り
扶
持
米
。
藩
主
よ
り
庄
屋
、
年
寄
共
へ
介
補
の

命
。

2
さ
く

〈
素
性
〉
吾
川
郡
柳
瀬
村
祖
父
江
専
蔵
知
行
の
民
。

〈
事
蹟
〉
母
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
給
人
（
祖
父
江
専
蔵
か
）
が
年
貢
を
許
す
。
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）

十
二
月
二
十
日
、
藩
主
よ
り
米
。

↓
﹇
三
﹈『
板
垣
氏
自
家
雑
記
』
参
照
。

3
源
右
衛
門

〈
素
性
〉
吾
川
郡
長
浜
村
百
姓
。

〈
事
蹟
〉
律
儀
者
。
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
に
逼
迫
し
、
妻
が
種
籾
に
手
を

つ
け
よ
う
と
す
る
と
絶
食
し
た
。
同
村
の
曾
和
平
介
が
貸
し
て
く
れ
た
米
を
、

翌
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
旱
魃
に
も
か
か
ら
わ
ず
返
済
し
た
。

〈
表
彰
〉
元
禄
十
四
年
十
二
月
八
日
、
藩
主
よ
り
米
七
俵
。
曾
和
平
介
に
も
褒
美
。

↓
﹇
三
﹈『
板
垣
氏
自
家
雑
記
』

4
権
右
衛
門
妻

〈
素
性
〉
香
我
美
郡
片
地
の
民

〈
事
蹟
〉
乱
心
し
た
夫
・
権
右
衛
門
よ
く
を
助
け
た
。

〈
表
彰
〉
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
正
月
、
奉
行
よ
り
米
三
俵
。
藩
主
よ
り
役
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勝
又　

基

〈
表
彰
〉
年
時
未
詳
、
役
人
所
よ
り
米
五
俵
。

15
専
右
衛
門

〈
素
性
〉
末
清
村
の
百
姓
。

〈
事
蹟
〉
病
気
の
妻
と
四
人
の
子
を
よ
く
養
っ
た
。

〈
表
彰
〉
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
五
月
二
日
、
藩
主
よ
り
米
五
俵
。

16
孫
市
妻
、
市
太
夫

〈
素
性
〉
日
比
葛
右
衛
門
長
屋
に
住
む
鷹
匠
・
西
内
市
右
衛
門
の
養
子
。

〈
事
蹟
〉
養
父
母
と
障
害
を
持
っ
た
実
子
・
孫
市
と
を
よ
く
助
け
た
。
養
父
の
扶

持
を
継
げ
な
か
っ
た
た
め
長
屋
に
住
み
、
古
鉄
商
で
家
族
を
養
っ
た
。
孫
市
の

妻
も
夫
を
助
け
、
舅
姑
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
奉
行
中
よ
り
褒
詞
と
米
三
俵
。

17
作
蔵
、
徳
右
衛
門

〈
素
性
〉
浦
戸
町
の
魚
問
屋
の
兄
弟
。

〈
事
蹟
〉
兄
弟
は
裕
福
だ
っ
た
が
、
母
を
み
す
ぼ
ら
し
い
家
に
住
ま
わ
せ
て
訪
れ

も
し
な
か
っ
た
。
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
十
二
月
二
十
日
の
夜
、
作
蔵
の

母
が
大
火
事
を
起
こ
し
た
が
、
母
の
安
否
も
問
わ
ず
、
親
子
で
あ
る
こ
と
を
隠

し
た
。

〈
表
彰
〉
公
儀
よ
り
、
作
蔵
は
他
国
へ
追
放
、
徳
右
衛
門
は
城
下
追
放
。
母
に
は

当
分
扶
持
を
与
え
、
兄
弟
の
家
財
は
全
て
母
に
与
え
た
。

【
複
製
・
翻
刻
・
参
考
文
献
】

〈
翻
刻
〉『
土
佐
国
史
料
集
成　

土
佐
国
群
書
類
従
』
巻
六
（
平
成
十
五
年
十
二
月　

高
知
県
立
図
書
館
）

〈
素
性
〉
末
清
村
の
民
。
当
時
六
十
七
歳
。

〈
事
蹟
〉
亡
妻
の
母
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
五
月
二
日
、
藩
主
よ
り
米
五
俵
。

11
所
助
、
弟
清
蔵

〈
素
性
〉
土
佐
国
香
美
郡
手
結
村
（
現
高
知
県
香
南
市
）
の
漁
夫
・
曾
右
衛
門
の

子
。

〈
事
蹟
〉
中
風
の
父
を
兄
弟
で
よ
く
助
け
、
母
に
も
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
十
二
月
二
十
五
日
、
藩
主
よ
り
米
二
十
俵
。

同
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
夏
、
藩
主
帰
城
の
節
、
道
筋
に
て
駕
籠
近
く
召
し
寄

せ
た
。

↓
﹇
二
﹈〔
手
結
村
所
助
、
清
蔵
孝
柱
〕
参
照
。

12
弥
市
郎

〈
素
性
〉
城
下
朝
倉
町
の
魚
売
り
。
当
時
二
十
四
歳
。

〈
事
蹟
〉
父
と
母
は
早
く
没
し
た
。
病
気
や
障
害
の
あ
る
兄
弟
三
人
を
よ
く
世
話

し
た
。

〈
表
彰
〉
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
二
月
六
日
、
藩
主
よ
り
米
十
俵
。

13
次
郎
兵
衛

〈
素
性
〉
城
下
材
木
町
の
指
物
屋
。

〈
事
蹟
〉
患
っ
た
兄
と
そ
の
家
族
を
引
き
取
っ
た
。
母
の
面
倒
も
よ
く
見
た
。
藩

が
設
け
た
救
小
屋
に
願
い
出
よ
う
と
す
る
兄
や
母
を
留
め
て
一
緒
に
暮
ら
せ
る

よ
う
骨
を
折
っ
た
。

〈
表
彰
〉
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
十
二
月
六
日
、
奉
行
中
よ
り
米
五
俵
。

14
善
兵
衛

〈
素
性
〉
城
下
蓮
池
町
の
料
理
人
。

〈
事
蹟
〉
両
親
と
姉
家
族
を
養
っ
た
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

寺
石
正
路
『
土
佐
偉
人
伝
』（
昭
和
十
五
年
五
月　

私
家
版
）、
松
山
白
洋
「
土
佐

歌
人
群
像
（
六
）」（「
土
佐
史
学
」
三
十
七
〈
昭
和
六
年
十
二
月　

土
佐
史
談

会
〉）

　

跋
を
寄
せ
た
中
屋
厚
之
は
後
で
挙
げ
る
﹇
十
一
﹈『
虫
賀
助
作
伝
』（
元
文
四
年

〈
一
七
三
九
〉
成
）
の
著
者
。

〈
成
立
〉
跋
文
も
表
彰
の
翌
月
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
表
彰
後
す
ぐ
に
成
り
、
伝
わ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
孝
子
素
性
・
事
蹟
・
表
彰
】

〈
素
性
〉
助
市
。
土
佐
国
幡
多
郡
上
川
口
浮
津
浜
の
民
。
塩
焼
を
業
と
し
た
。

〈
事
蹟
〉
父
に
よ
く
仕
え
た
。
早
朝
か
ら
浜
へ
仕
事
に
出
た
が
る
父
を
押
し
と
ど
め

る
な
ど
し
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
夏
、
藩
主
よ
り
米
十
五
俵
（
一
説
に
六
石
）。

【
複
製
・
翻
刻
・
参
考
文
献
】

〈
翻
刻
〉
武
藤
致
知
『
南
路
史
』
巻
四
十
五
人
物
下
（
原
本
文
化
十
年
〈
一
八
一

三
〉
成
。
平
成
四
年
一
月　

高
知
県
立
図
書
館
。
助
市
伝
の
底
本
に
つ
い
て
は

「
右
、
稲
毛
氏
間
隙
雑
記
ヲ
以
記
入
ス
」
と
の
記
載
あ
り
）。『
日
本
教
育
文
庫　

孝
義
篇
上
』（
明
治
四
十
三
年
十
月　

同
文
館
）
所
収
「
浮
津
孝
子
助
市
伝
」（
底

本
不
明
）。

〈
参
考
文
献
〉『
高
知
県
人
名
辞
典　

新
版
』（
平
成
十
一
年
九
月　

高
知
新
聞
社
）

「
す
け
い
ち　

助
市
」
の
項
。

﹇
六
﹈〔
孝
子
林
助
伝
〕

岡
維
濬
・
宮
地
介
直
・
中
村
嘉
種
・
谷
垣
守
著　

享
保
十
六
年
（
一
七
三

一
）
六
月　

写
（
非
単
行
）

﹇
五
﹈
浮
津
孝
子
伝

美
代
伝
太
郎
厚
本
著　

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
五
月
跋　

写
（
非
単

行
）

単
伝　

漢
文　

土
佐
藩
（
高
知
県
）

【
書
誌
・
構
成
・
諸
本
】

〈
構
成
〉『
南
路
史
』
掲
載
本
（
末
尾
に
「
右
、
稲
毛
氏
間
隙
雑
記
ヲ
以
記
入
ス
」

と
あ
り
）
に
よ
っ
て
示
す
。

1
漢
文
伝
記
「
浮
津
孝
子
伝　

美
代
伝
太
郎
厚
本
述
之
」（
末
尾
署
名
等
な
し
）。

2
漢
文
跋
（
題
な
し
。
末
尾
に
「
享
保
歳
次
丙
午
（
引
用
者
注
…
十
一
年
〈
一

七
二
六
〉）
半
夏
生
日　

中
屋
厚
之
謹
識
」
と
あ
り
）。

〈
諸
本
〉『
鍋
山
日
抄
』
巻
十
八
掲
載
本
は
内
題
「
浮
津
孝
子
伝
」
の
下
に
著
者
名

な
し
。
訓
点
あ
り
。
東
大
史
料
編
纂
所
本
（
高
知
県
道
倉
左
内
蔵
本
写
）
は
未
見
。

ま
た
松
野
尾
章
行
『
皆
山
集
』（
原
本
明
治
期
成
。
活
字
本
第
十
巻
（
昭
和
五
十

三
年
三
月　

高
知
県
立
図
書
館
）
に
よ
る
）
史
料
篇
（
2
）
第
一
章
褒
賞
六
「
幡

多
郡
浮
津
浦
孝
行
事
蹟
書
上
」
は
、
奉
行
所
へ
の
書
上
で
あ
る
。

【
著
者
・
成
立
】

〈
著
者
〉
美
代
厚
本
。
名
元
剛
、
の
ち
重
勝
、
重
本
。
通
称
伝
太
郎
。
寛
文
四
年

（
一
六
六
四
）
生
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
没
、
七
十
一
歳
。
は
じ
め
谷
秦

山
に
学
び
、
京
へ
出
て
儒
学
を
浅
見
安
正
に
、
神
道
を
中
川
経
晃
お
よ
び
渋
川
春

海
に
学
ん
だ
。
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
土
佐
へ
戻
っ
て
か
ら
は
秦
山
を
補
佐
し

て
師
弟
を
教
授
し
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
秦
山
没
後
は
息
垣
守
を
助
け
た
。

著
述
に
「
秦
山
集
序
」
な
ど
が
あ
る
。
未
詳
。〔
参
考
〕
稲
毛
実
『
間
日
雑
集
』

下
巻
（
文
政
五
年
〈
一
八
二
二
〉
成
）、
岡
本
信
古
『
土
佐
国
畸
人
伝
』
巻
二

（
天
保
十
五
年
〈
一
八
四
四
〉
成
。『
土
佐
国
群
書
類
従
』
巻
七
十
二
上
本
所
収
）、
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近
世
孝
子
伝
解
題
（
一
）　　
　

勝
又　

基

　

仲
村
嘉
種
は
字
仲
武
、
通
称
惣
二
郎
、
号
七
及
斎
。
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）

生
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
没
、
六
十
七
歳
。
京
で
伊
藤
仁
斎
に
、
江
戸
で
三

宅
観
瀾
に
学
ぶ
。〔
参
考
〕
寺
石
正
路
『
土
佐
偉
人
伝
』（
昭
和
十
五
年
五
月　

私

家
版
）

　

谷
垣
守
に
つ
い
て
は
﹇
十
﹈『
土
佐
国
鏡
草
』
の
項
参
照
。

〈
成
立
〉
松
山
白
洋
「
土
佐
歌
人
群
像
（
四
）」（「
土
佐
史
談
」
三
十
三
〈
昭
和
五

年
十
二
月　

土
佐
史
談
会
〉）
は
作
者
四
人
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
（
傍
線

引
用
者
。
カ
ッ
コ
は
原
本
通
り
）。

当
時
藩
の
文
学
に
は
岡
良
孝
の
嗣
子
で
緒
方
宗
哲
の
門
人
た
り
し
岡
立
哲
維

濬
（
濬
良
と
改
む
、
五
十
六
歳
）
と
、
同
じ
く
宗
哲
門
下
の
中
村
惣
次
郎
嘉

種
（
五
十
六
歳
）
と
が
あ
り
、
嘉
種
は
前
藩
主
豊
常
の
侍
講
と
し
て
常
に
江

戸
に
扈
従
し
て
ゐ
た
。
又
宮
地
介
行
（
六
十
歳
）
は
山
内
規
重
の
子
な
る
当

藩
主
豊
敷
に
信
任
せ
ら
れ
、
嘉
種
に
次
で
侍
講
と
な
り
、
享
保
十
一
年
以
来

江
戸
往
復
を
重
ね
て
ゐ
た
。
垣
守
は
当
時
最
も
年
少
で
三
十
六
歳
で
此
の
列

に
加
は
つ
た
が
、
元
文
元
年
二
月
十
三
日
扈
従
格
に
昇
進
し
、
介
行
に
代
つ

て
以
後
毎
年
江
戸
に
扈
従
し
侍
講
を
勤
め
た
。

　

四
人
の
世
代
や
役
割
が
大
変
わ
か
り
や
す
く
記
し
て
あ
り
有
用
で
あ
る
。
同
論

文
は
ま
た
、
孝
子
伝
の
成
立
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
記
す
。

『
鍋
山
日
抄
』
に
よ
れ
ば
、
享
保
十
六
年
に
孝
子
林
助
、
長
十
郎
、
源
助
、

平
助
の
各
伝
を
、
岡
、
中
村
、
宮
地
及
び
谷
に
そ
れ
ぞ
れ
課
せ
ら
れ
、
幡
多

郡
半
家
義
民
録
を
中
村
、
宮
地
、
谷
及
び
百
々
勝
治
に
徴
さ
れ
て
い
る
。
各

儒
臣
の
文
は
『
日
抄
』
に
就
て
見
ら
れ
る
。
然
る
に
十
八
年
七
月
に
は
一
度

に
孝
子
九
名
の
記
事
を
課
せ
ら
れ
た
の
で
、
宮
地
介
行
の
提
言
と
な
り
、
爾

後
一
人
一
伝
記
の
分
担
に
止
め
る
や
う
願
ひ
出
て
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
鍋
山
日
抄
』
は
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
に
残
る
谷
垣
守
の
日
記
。
四
人
が

単
伝　

漢
文　

土
佐
藩
（
高
知
県
）

【
書
誌
・
構
成
・
諸
本
】

〈
書
誌
〉
単
行
書
の
存
在
を
知
ら
な
い
。

〈
構
成
〉『
鍋
山
日
抄
』（
土
佐
山
内
宝
物
資
料
館
蔵
写
本
）
巻
二
十
一
所
収
本
の
構

成
を
記
す
。

　

内
題
な
し
。

1
「
孝
子
林
助
伝　

岡
維
濬
」（
漢
文
。
末
尾
に
「
享
保
十
六
年
〈
一
七
三
一
〉

辛
亥
夏
六
月
日
」
と
あ
り
）

2
「
南
奉
公
人
町
林
助
孝
行
記
事　

宮
地
介
直
」（
漢
文
。
年
次
等
記
載
な
し
）

3
「
市
旁
慈
孝
人
伝　

中
村
嘉
種
」（
漢
文
。
末
尾
に
「
享
保
十
六
年
辛
亥
六

月
二
十
六
日
」
と
あ
り
）

4
「
孝
子
林
助
記
事　

谷
垣
守
」（
漢
文
末
尾
に
「
六
月
念
日
拝
書
」
と
あ
り
）

〈
諸
本
〉
武
藤
致
知
『
南
路
史
』
巻
四
十
五
人
物
下
（
文
化
十
年
〈
一
八
一
三
〉

成
）
に
、
垣
守
作
の
伝
記
の
み
掲
載
。

【
著
者
・
成
立
】

〈
著
者
〉
伝
記
を
執
筆
し
た
こ
の
四
名
は
み
な
土
佐
藩
の
侍
講
連
中
。

　

岡
維
濬
は
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
生
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
没
、
七
十

七
歳
。

　

宮
地
介
直
は
号
静
軒
。
通
称
藤
弥
。
介
直
は
名
。
介
行
と
も
。
延
宝
二
年
（
一

六
七
四
）
生
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
没
、
八
十
歳
。
土
佐
で
谷
秦
山
に
、
京

で
三
宅
尚
斎
に
学
ぶ
。
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
帰
藩
し
て
侍
講
を
務
め
る
。

〔
参
考
〕
寺
石
正
路
『
南
学
史
』
第
六
十
二
章
「
土
佐
に
伝
は
る
望
楠
軒
学　

其

下
」（
昭
和
九
年
五
月　

冨
山
房
）、
関
田
駒
吉
「
宮
地
静
軒
伝
」（「
土
佐
史
談
」

五
十
八
〜
六
十
〈
昭
和
十
二
年
三
月
〜
九
月　

土
佐
史
談
会
〉。
の
ち
『
関
田
駒

吉
歴
史
論
文
集
』
下
〈
昭
和
五
十
六
年
六
月　

高
知
市
民
図
書
館
〉
所
収
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

書
」
と
あ
り
）。

〈
諸
本
〉
松
野
尾
章
行
『
皆
山
集
』（
明
治
期
成
）
史
料
篇
（
2
）
第
一
章
「
褒
賞
」

お
よ
び
武
藤
致
知
『
南
路
史
』（
前
出
）
巻
四
十
五
人
物
（
下
）
は
、
右
の
う
ち

4
だ
け
を
掲
載
す
る
。

【
著
者
・
成
立
】

　
﹇
六
﹈〔
孝
子
林
助
伝
〕
参
照
。
同
じ
経
緯
で
、
四
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。

【
孝
子
素
性
・
事
蹟
・
表
彰
】

〈
素
性
〉
長
十
郎
。
土
佐
国
安
芸
郡
甲か

ん

浦の
う
ら（
現
高
知
県
安
芸
郡
東
洋
町
）
の
漁
民
の

組
頭
。

〈
事
蹟
〉
母
に
よ
く
仕
え
、
貧
し
い
兄
弟
や
従
兄
弟
も
養
っ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
六
月
、
藩
主
よ
り
米
。

【
複
製
・
翻
刻
・
参
考
文
献
】

〈
翻
刻
〉
松
野
尾
章
行
『
皆
山
集
』（
明
治
期
成
）
史
料
篇
（
2
）
第
一
章
「
褒
賞
」

お
よ
び
武
藤
致
知
『
南
路
史
』（
前
出
）
巻
四
十
五
人
物
（
下
）。

〈
参
考
文
献
〉『
高
知
県
人
名
辞
典　

新
版
』（
高
知
新
聞
社
）「
ち
ょ
う
じ
ゅ
う
ろ

う　

長
十
郎
」
の
項
。

﹇
八
﹈〔
孝
子
源
助
伝
〕

岡
維
濬
・
宮
地
介
直
・
中
村
嘉
種
・
谷
垣
守
著　

享
保
十
六
年
（
一
七
三

一
）
八
月　

写
（
非
単
行
）

単
伝　

漢
文　

土
佐
藩
（
高
知
県
）

【
書
誌
・
構
成
・
諸
本
】

〈
書
誌
〉
単
行
書
の
存
在
を
知
ら
な
い
。

〈
構
成
〉『
鍋
山
日
抄
』（
土
佐
山
内
宝
物
資
料
館
蔵
写
本
）
巻
二
十
一
に
よ
り
示
す
。

同
じ
孝
子
の
伝
記
を
書
い
た
理
由
や
、
そ
れ
が
中
断
し
た
理
由
が
分
か
る
。

　

こ
の
ほ
か
、『
高
知
県
人
名
事
典　

新
版
』（
平
成
十
一
年
九
月　

高
知
新
聞

社
）
に
は
、
谷
垣
守
、
中
村
嘉
種
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。

【
孝
子
素
性
・
事
蹟
・
表
彰
】

〈
素
性
〉
林
助
。
土
佐
国
高
知
城
下
奉
公
人
町
の
生
ま
れ
。

〈
事
蹟
〉
父
・
伊
助
に
よ
く
仕
え
る
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
六
月
、
藩
主
よ
り
米
。

【
翻
刻
・
複
製
・
参
考
文
献
】

〈
参
考
文
献
〉『
高
知
県
人
名
辞
典　

新
版
』（
前
出
）「
り
ん
す
け　

林
助
」
の
項
。

﹇
七
﹈〔
孝
子
長
十
郎
伝
〕

岡
維
濬
・
宮
地
介
直
・
中
村
嘉
種
・
谷
垣
守
著　

享
保
十
六
年
（
一
七
三

一
）
六
月
成　

写
（
非
単
行
）

単
伝　

漢
文　

土
佐
藩
（
高
知
県
）

【
書
誌
・
構
成
・
諸
本
】

〈
書
誌
〉
単
行
書
の
存
在
を
知
ら
な
い
。

〈
構
成
〉『
鍋
山
日
抄
』（
土
佐
山
内
宝
物
資
料
館
蔵
写
本
）
巻
二
十
一
に
よ
り
示
す
。

1
漢
文
伝
記
「
孝
子
長
十
郎
伝　

岡
維
濬
」（
末
尾
に
「
享
保
十
六
年
辛
亥
夏
六

月
日
」
と
あ
り
）。

2
漢
文
伝
記
「
甲
浦
長
十
郎
孝
友
記
事　

宮
地
介
直
」（
末
尾
に
「
年
月
与
岡
氏

同
」
と
あ
り
）。

3
漢
文
伝
記
「
漁
夫
長
十
郎
伝　

中
村
嘉
種
」（
末
尾
に
「
享
保
十
六
年
辛
亥
六

月
二
十
六
日
」
と
あ
り
）。

4
漢
文
伝
記
「
安
芸
郡
甲
浦
長
十
郎
記
事　

谷
垣
守
」（
末
尾
に
「
六
月
念
日
拝
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基

月
十
三
日
」
と
あ
り
）。

2
漢
文
伝
記
「
匠
工
平
助
孝
行
記
事　

宮
地
介
直
」（
末
尾
に
「
享
保
十
六
年

辛
亥
九
月
日
」
と
あ
り
）。

3
漢
文
伝
記
「
孝
子
平
助
行
事
紀　

岡
維
濬
」（
末
尾
に
成
立
情
報
な
し
）。

4
漢
文
伝
記
「
工
匠
平
助
孝
行
記
事　

谷
垣
守
」（
末
尾
に
「
九
月
七
日
拝
書
」

と
あ
り
）。

〈
諸
本
〉
他
に
掲
載
を
知
ら
な
い
。

【
著
者
・
成
立
】

　
﹇
六
﹈〔
孝
子
林
助
伝
〕
参
照
。
同
じ
経
緯
で
四
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。

【
孝
子
素
性
・
事
蹟
・
表
彰
】

〈
素
性
〉
平
助
。
土
佐
国
高
知
城
下
（
現
高
知
県
高
知
市
）
の
工
匠
。

〈
事
蹟
〉
江
戸
へ
亡
命
し
た
父
・
茂
作
を
探
し
当
て
、
連
れ
帰
っ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
九
月
、
藩
主
よ
り
米
。

﹇
十
﹈
土
佐
国
鏡
草

谷
垣
守
著　

元
文
元
年
（
一
七
三
四
）
成　

写
本
一
（
ま
た
は
二
）
冊

叢
伝　

平
仮
名　

土
佐
藩
（
高
知
県
）

【
書
誌
・
構
成
・
諸
本
】

　

所
見
本
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
し
た
物
を
含
め
て
四
本
で
あ
る
。
ま
ず
そ

れ
ぞ
れ
の
簡
略
な
書
誌
を
記
し
て
お
く
。
外
題
は
元
表
紙
の
み
記
し
た
。

　

①
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
本
Ａ
（
請
求
記
号
Ｋ
1 

5 

9
／
4
）

　

写
本
一
冊
。
垣
守
自
筆
（
吉
崎
久
『
山
内
文
庫
谷
秦
山
・
垣
守
・
眞
潮
関
係

書
目
』
に
よ
る
）。
表
紙
共
紙
二
十
七
・
五
×
二
十
・
五
㎝
。
墨
付
四
十
五
丁
。

本
文
十
行
。
鞘
表
紙
あ
り
。
外
題
「
土
佐
国
鏡
草　

完
」（
左
肩
打
付
書
）。
内

1
漢
文
伝
記
「
甲
殿
村
源
助
孝
行
記
事　

宮
地
介
直
」（
末
尾
に
「
享
保
十
六

年
辛
亥
中
秋
日
」
と
あ
り
）。

2
漢
文
伝
記
「
孝
子
源
助
伝　

岡
維
濬
」（
末
尾
に
「
享
保
十
六
年
辛
亥
秋
八

月
日
」
と
あ
り
）。

3
漢
文
伝
記
「
孝
子
源
助
記
事　

谷
垣
守
」（
末
尾
に
「
九
月
上
浣
拝
書
」
と

あ
り
）。

4
漢
文
伝
記
「
孝
子
源
助
伝　

中
村
嘉
種
」（
末
尾
に
「
享
保
十
六
年
辛
亥
八

月
五
日
」
と
あ
り
）。

〈
諸
本
〉
他
に
掲
載
を
知
ら
な
い
。

【
著
者
・
成
立
】

　
﹇
六
﹈〔
孝
子
林
助
伝
〕
参
照
。
同
じ
経
緯
で
四
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。

【
孝
子
素
性
・
事
蹟
・
表
彰
】

〈
素
性
〉
源
助
。
土
佐
国
吾あ

川が
わ

郡
甲こ
う

殿ど
の

村
（
現
高
知
県
高
知
市
）
の
農
夫
。

〈
事
蹟
〉
母
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
六
月
、
藩
主
よ
り
米
。

﹇
九
﹈〔
孝
子
平
助
伝
〕

中
村
嘉
種
・
宮
地
介
直
・
岡
維
濬
・
谷
垣
守
著　

享
保
十
六
年
（
一
七
三

一
）
成　

写
（
非
単
行
）

単
伝　

漢
文　

土
佐
藩
（
高
知
県
）

【
書
誌
・
構
成
・
諸
本
】

〈
書
誌
〉
単
行
書
の
存
在
を
知
ら
な
い
。

〈
構
成
〉『
鍋
山
日
抄
』（
土
佐
山
内
宝
物
資
料
館
蔵
写
本
）
巻
二
十
一
に
よ
り
示
す
。

1
漢
文
伝
記
「
孝
子
平
助
伝　

中
村
嘉
種
」（
末
尾
に
「
享
保
十
六
年
辛
亥
九
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

「
秦
山
／
書
蔵
」（
墨
陽
円
）、「
Ｎ
Ｏ
4 

1 

0 

4
／
昭
和
21
・
2
／
寄
託
／
高
知

県
立
図
書
館
蔵
書
印
」（
朱
円
方
）。

　

右
の
う
ち
、
従
来
用
い
ら
れ
て
き
た
の
は
①
の
山
内
本
Ａ
で
あ
る
。
吉
村
春
峰
編

『
土
佐
群
書
類
従
』（
明
治
十
四
年
〈
一
八
八
一
〉
成
）
の
底
本
が
恐
ら
く
こ
れ
で
あ

る
。
そ
し
て
『
土
佐
群
書
類
従
』
は
、
以
後
『
日
本
教
育
文
庫
』
孝
義
篇
上
な
ど
に

転
載
さ
れ
、
今
に
至
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
こ
の
山
内
本
Ａ
は
、
該
書
の
完
成
形
で
は
な
い
。
左
に
各
本
が
掲
載
す
る

人
物
の
一
覧
表
を
示
し
て
お
く
。
な
お
最
下
段
の
『
土
佐
国
懿
行
記
事
』
は
別
項
で

詳
述
す
る
が
、
同
じ
谷
垣
守
が
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
編
ん
だ
漢
文
体
の
孝
子

伝
で
あ
る
。

孝　

子

表　
　

彰　
　

年

①
山
内
本
Ａ

②
多
和
文
庫
本

③
高
知

　

大
本
④
山
内

　

本
Ｂ
土
佐
国
懿

行
記
事

1
城
下
孝
婦

享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
十
二
月

第
一
巻

2
弥
五
丞
孝
子

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
七
月

3
市
右
衛
門

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
二
月

4
一
宮
村
孝
子

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
五
月

5
前
野
忠
作

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
五
月

6
六
左
衛
門

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
八
月

7
高
知
城
下
林
助

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
六
月

8
安
芸
郡
甲
浦
長
十
郎
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
六
月

9
吾
川
郡
甲
殿
村
源
助
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
六
月

10
城
下
工
匠
平
助

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
九
月

11
下
山
郷
半
家
村
義
民
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
十
月

12
岡
本
治
七

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
春

13
瞽
者
氏
都
妻

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
春

14
長
岡
郡
新
改
村
孝
女
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
八
月

15
鞭
村
孝
子

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
八
月

16
窪
川
村
文
八

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
八
月

17
江
口
村
清
七

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
八
月

題
「
土
佐
国
鏡
草
」。
識
語
「
右
二
拾
一
章
／
享
保
十
九
年
甲
寅
二
月
中
浣
／

谷
丹
四
郎
垣
守
／
拝
稿
」（
本
文
末
）。
印
記
「
山
内
文
庫
」（
朱
陽
方
）、「
山

内
／
文
庫
」（
朱
陽
方
）、「
寄
託
」（
朱
陽
方
）、「
Ｎ
Ｏ
2 

1 

5 

4
／
昭
和
21
・

2
／
寄
託
／
高
知
県
立
図
書
館
蔵
書
印
」（
朱
円
方
）、「
鶴
」（
朱
陽
方
）、「
当

家
」（
紫
陽
方
）、「
土
佐
国
」（
紫
陽
方
）。

②
多
和
文
庫
本
（
請
求
記
号
不
明
）
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に

て
閲
覧
。

　

写
本
一
冊
。
墨
付
四
十
丁
半
（
最
終
丁
裏
面
白
紙
）。
本
文
十
行
。
識
語

「
享
保
十
九
年
甲
寅
二
月
中
浣
谷
丹
四
郎
垣
守
拝
稿
」「〈
一
文
字
不
明
〉
氏
よ

り
借
写
置
た
り
」（
と
も
に
本
文
末
。
本
文
と
同
筆
）、「
両
表
紙
共
四
拾
三
枚
」

（
本
文
末
遊
紙
裏
。
本
文
と
同
筆
）。
印
記
「
多
和
／
文
庫
」（
陽
方
）、「
香
木

舎
文
庫
」（
陽
方
）、「
こ
の
ふ
み
一
た
ひ
よ
み
畢
つ
」（
陽
方
）
ほ
か
。

③
高
知
大
学
図
書
館
本
（
請
求
記
号
9 

9 

1
／
1 
0
）

　

近
代
写
本
一
冊
。
表
紙
二
十
七
・
四
×
二
十
・
三
㎝
。
外
題
「
土
佐
国
鏡
草　

一
（
〜
二
）」（
題
簽
に
墨
書
）。
墨
付
四
十
五
丁
。
行
数
十
一
行
。
扉
題
「
土

佐
国
鏡
草　

一
（
〜
二
）」。
目
録
題
「
土
佐
国
鏡
草
巻
一
（
〜
二
）」。
内
題

「
土
佐
国
鏡
草
巻
一
（
〜
二
）」。
尾
題
な
し
。
識
語
「
右
二
拾
一
章
／
享
保
十

九
年
甲
寅
二
月
中
浣　

／
谷
丹
四
郎
垣
守
／
拝
稿
」（
第
一
巻
末
。
本
文
と
同

筆
）
印
記　
「
高
知
師
範
／
学
校
女
子
／
部
図
書
印
」（
朱
陽
方
）。

④
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
本
Ｂ
（
請
求
記
号
Ｋ
1 

5 

9
／
3
）

　

写
本
一
冊
。
垣
守
自
筆
（
吉
崎
久
『
山
内
文
庫
谷
秦
山
・
垣
守
・
眞
潮
関
係

書
目
』
に
よ
る
）。
表
紙
二
十
三
・
九
×
十
六
・
三
㎝
。
墨
付
十
七
丁
半
（
最

終
丁
裏
面
白
紙
）。
行
数
十
行
。
外
題
「
土
佐
国
鏡
草　

下
」（
打
付
書
）。
内

題
な
し
。
識
語
「
元
文
五
年
庚
申
正
月
廿
一
日
草
稿
」（
本
文
末
）。
印
記
「
山

内
文
庫
」（
朱
陽
方
）、「
山
内
／
文
庫
」（
朱
陽
方
）、「
寄
託
」（
朱
陽
方
）、
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基

し
い
も
の
は
一
点
も
存
し
な
い
。
た
だ
幸
い
な
こ
と
に
、
章
段
が
表
彰
年
時
順
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
成
立
の
経
緯
も
分
か
り
や
す
い
。
垣
守
は
①
山
内
本
Ａ
や
②
多
和

文
庫
本
の
と
こ
ろ
ま
で
編
ん
で
、
い
っ
た
ん
識
語
を
記
し
た
。
享
保
十
九
年
（
一
七

三
四
）、
二
十
一
章
ま
で
記
し
た
段
階
で
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
垣
守
は
、
そ
の

後
も
書
き
継
い
だ
。
③
高
知
大
本
の
第
二
巻
、
④
山
内
本
Ｂ
が
そ
れ
で
あ
る
。
最
終

的
に
は
④
山
内
本
Ｂ
の
識
語
の
通
り
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
正
月
ま
で
は
編
纂

が
続
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
『
土
佐
国
鏡
草
』
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
あ

ら
た
め
て
全
て
を
漢
文
化
し
た
の
が
『
土
佐
国
懿
行
記
事
』
で
あ
る
。

　
『
土
佐
国
鏡
草
』
の
未
翻
刻
部
分
、
あ
る
い
は
『
土
佐
国
懿
行
記
事
』
の
全
文
を

翻
刻
す
る
こ
と
は
、
土
佐
藩
の
孝
子
伝
研
究
に
と
っ
て
急
務
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

【
著
者
・
成
立
】

〈
著
者
〉
谷
垣
守
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
生
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
没
、

五
十
五
歳
。『
俗
説
弁
』
な
ど
で
知
ら
れ
る
儒
学
者
・
谷
秦
山
の
子
。
父
が
咎
め

を
受
け
た
ま
ま
没
し
た
た
め
、
は
じ
め
跡
目
相
続
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
享
保

六
年
（
一
七
二
一
）
か
ら
扶
持
を
受
け
、
留
守
居
組
と
し
て
家
中
若
侍
の
教
導
を

行
っ
た
。
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）、
三
十
六
歳
で
侍
講
と
な
り
、
元
文
元
年

（
一
七
三
六
）
か
ら
は
扈
従
格
に
昇
進
し
た
。
学
問
は
京
都
で
玉
木
葦
斎
に
神
道

を
、
江
戸
で
賀
茂
真
淵
に
学
ん
だ
と
い
う
。
著
書
に
『
保
建
大
記
打
聞
』（
三
巻
）、

『
続
俗
説
贅
弁
』（
二
巻
）
な
ど
が
あ
る
。

〈
成
立
〉
具
体
的
な
成
立
過
程
は
未
詳
。
た
だ
し
【
書
誌
・
構
成
・
諸
本
】
の
項
で

記
し
た
通
り
、
段
階
的
に
成
立
し
た
ら
し
い
。
章
段
も
年
次
順
で
あ
る
こ
と
か
ら

考
え
れ
ば
、
表
彰
が
行
わ
れ
る
た
び
に
書
き
足
し
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
孝
子
素
性
・
事
蹟
・
表
彰
】

　
﹇
十
二
﹈『
土
佐
国
懿
行
記
事
』
に
等
し
い
の
で
、
そ
ち
ら
で
記
す
。

18
足
軽
八
助

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
八
月

19
御
畳
瀬
浦
孫
作

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
八
月

20
城
下
熨
斗
屋
六
兵
衛
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
八
月

21
島
村
七
郎
右
衛
門
他
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
冬

22
本
山
郷
勘
九
郎
妻

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
正
月

23
布
師
田
村
市
蔵

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
八
月

第
二
巻

24
城
下
商
人
重
作

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
八
月

25
福
田
岩
次
両
村
風
俗
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）

26
悪
瀬
瀬
村
風
俗

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
九
月

27
西
野
地
村
喜
三
兵
衛
他

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
十
月

28
押
岡
村
農
夫
六
兵
衛
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
五
月

29
日
下
村
孝
婦

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
五
月

30
伊
尾
木
村
農
夫
長
兵
衛

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
五
月

31
高
知
城
下
清
八

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
五
月

32
大
谷
村
農
夫
清
八

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
五
月

33
楠
山
村
間
民
伝
右
衛
門

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
十
月

34
中
村
商
人
治
助

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
十
月

35
藤
川
村
佐
次
右
衛
門
妻

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
十
月

36
上
川
口
浦
倉
番
茂
作
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
二
月

37
本
山
郷
沢
田
源
兵
衛
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
二
月

38
城
下
間
民
平
兵
衛
妹
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
四
月

39
用
居
村
里
長
曽
助

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
八
月

40
具
同
村
枝
邑
馬
里
義
民

元
文
元
年
（
一
七
三
六
）

41
城
下
孝
婦

元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
八
月

42
上
長
谷
村
他
丈
右
衛
門

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
十
一
月

43
足
軽
源
作

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
閏
十
一
月

44
高
岡
郡
窪
川
村
茂
吉
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
閏
十
一
月

45
下
久
礼
地
村
孫
丞

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
十
二
月

46
弥
市
右
衛
門
夫
婦

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
二
月

47
大
向
村
伍
長
善
三
郎
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
二
月

48
多
野
郷
太
次
兵
衛

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
二
月
末

　

右
の
表
で
明
ら
か
な
通
り
、
現
存
の
『
土
佐
国
鏡
草
』
の
諸
本
に
は
、
完
本
と
思
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

2
「
虫
賀
助
作
伝
」（
末
尾
に
「
元
文
四
年
己
未
十
二
月
下
弦
中
屋
厚
之
謹
書

於
北
陵
茅
舎
」）

3
跋
（
無
題
。
末
尾
に
「
元
文
五
年
庚
申
正
月
中
浣　

谷
丹
内
挙
凖
謹
書
／
于

時
年
十
四
」）

4
跋
（
無
題
。
末
尾
に
「
元
文
庚
申
正
月
望
日　

池
内
新
三
郎
真
本
謹
跋
」）

2
〜
4
併
せ
て
七
丁
半
（
ウ
ラ
白
紙
）

5
跋
「
後
附
」（
末
尾
に
「
元
文
五
年
庚
申
九
月
望
日　

谷
丹
四
郎
垣
守
謹

識
」）
一
丁

　

行
数　

1
〜
4
は
九
行
。
5
は
十
行
。

　

印
記　
「
山
内
文
庫
」（
朱
陽
方
）、「
山
内
／
文
庫
」（
朱
陽
方
）、「
寄
託
」（
朱
陽

方
）、「
秦
山
／
書
蔵
」（
墨
陽
円
）、「
Ｎ
Ｏ
4 

4 

6 

9
／
昭
和
21
・
2
／

寄
贈
／
高
知
県
立
図
書
館
蔵
書
印
」（
朱
陽
円
）。

〈
諸
本
〉
単
行
の
書
籍
は
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
し
か
知
ら
な
い
。
武
藤
致
知

『
南
路
志
』（
文
化
十
年
〈
一
八
一
三
〉
成
）
巻
四
十
五
掲
載
本
は
底
本
不
明
。
1

〜
3
を
載
せ
る
。『
土
佐
国
群
書
類
従
』（
明
治
十
四
年
成
）
掲
載
本
は
土
佐
山
内

家
宝
物
資
料
館
本
と
の
異
同
を
注
記
す
る
。

【
著
者
・
成
立
】

〈
著
者
〉
中
屋
厚
之
。
本
文
内
に
は
次
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。

僕
、
助
作
と
互
に
知
遇
、
一
世
に
非
ず
。
勤
仕
同
か
ら
ず
、
性
行
も
亦
た
比
す

べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
平
素
相
歓
合
し
て
、
助
作
武
江
に
従
勤
す
る
や
、
僕
も
亦

武
江
に
往
き
、
助
作
国
に
帰
る
や
、
僕
も
亦
国
に
在
り
。
是
亦
奇
縁
な
ら
ず
や
。

（
原
漢
文
）

　

助
作
と
同
じ
く
土
佐
藩
に
仕
え
る
人
物
で
、
助
作
と
親
の
代
か
ら
の
知
り
合
い

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
3
跋
に
は
「
土
佐
の
国
城
西
の
住
人
、
中
屋
厚

之
」（
原
漢
文
）
と
あ
っ
て
、
居
所
が
分
か
る
。
こ
の
ほ
か
享
保
十
一
年
（
一
七

【
複
製
・
翻
刻
・
参
考
文
献
】

〈
翻
刻
〉『
土
佐
群
書
類
従
』
巻
六
十
七
伝
記
部
二
十
九
（
活
字
版
巻
六
〈
平
成
十

五
年
十
二
月　

高
知
県
立
図
書
館
〉）。『
日
本
教
育
文
庫
』
孝
義
篇
上
（
明
治
四

十
三
年
十
月　

同
文
館
。
底
本
・
土
佐
群
書
類
従
本
）。

〈
参
考
文
献
〉
松
山
白
洋
「
土
佐
歌
人
群
像
（
四
）」（「
土
佐
史
談
」
三
十
三
〈
昭

和
五
年
十
二
月　

土
佐
史
談
会
〉）、
松
山
秀
美
『
歌
人
群
像
』（
昭
和
三
十
一
年

十
月　

高
知
市
民
図
書
館
）
第
一
章
「
谷
垣
守
」、『
土
佐
群
書
類
従
』
巻
六
（
平

成
十
五
年
十
二
月　

高
知
県
立
図
書
館
）
解
説
、
吉
崎
久
「
谷
垣
守
年
譜
稿
」

（『
山
内
文
庫
谷
秦
山
・
垣
守
・
眞
潮
関
係
書
目
』〈
平
成
二
十
年
三
月　

皇
學
館

大
学
神
道
研
究
所
〉
所
収
）。

﹇
十
一
﹈
虫
賀
作
助
伝

中
屋
厚
之
著　

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
十
二
月　

写
（
非
単
行
）

単
伝　

漢
文　

土
佐
藩
（
高
知
県
）

【
書
誌
・
構
成
・
諸
本
】

〈
書
誌
・
構
成
〉
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
本
（
Ｋ
2 

8 

9
／
チ
ユ
／
2
）
に
よ
っ

て
記
す
。

形
態　

写
本
一
冊
。

表
紙　

紺
色
無
地
二
十
六
・
二
×
十
八
・
〇
㎝
。

外
題　

左
肩
に
書
題
簽
「（
ハ
ガ
レ
）
助
作
伝
」。
ま
た
脇
に
ペ
ン
写
「
作
」
と
の

み
読
め
る
。

構
成
（
丁
付
け
は
無
い
）

1
序
「
忠
賀
助
作
伝
序
」（
末
尾
に
「
元
文
五
年
庚
申
二
月
中
浣　

谷
丹
四
郎

垣
守
謹
序
」）
一
丁
半
（
ウ
ラ
白
紙
）
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解
題
（
一
）　　
　

勝
又　

基

〈
書
誌
・
構
成
〉
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
本
（
Ｋ
2 

8 

0
／
1 

1
〜
2
／
山
内
）

に
よ
っ
て
記
す
。

　

形
態　

写
本
一
冊
。

　

表
紙　

青
色
無
地
二
十
六
・
三
×
十
八
・
四
㎝
。

　

外
題　

左
肩
に
無
枠
題
簽
十
八
・
一
×
三
・
六
㎝
。
墨
書
「
土
佐
国
懿
行
記
事
」。

　

内
題
「
土
佐
国
懿
行
記
事
／
谷
丹
四
郎
垣
守　

撰
述
」

　

構
成　

序
跋
無
く
本
文
の
み
。
墨
付
四
十
七
丁
。
丁
付
け
な
し
。

　

行
数　

十
行
。

　

印
記　
「
山
内
文
庫
」（
朱
陽
方
）、「
山
内
／
文
庫
」（
朱
陽
方
）、「
寄
託
」（
朱
陽

方
）、「
秦
山
／
書
蔵
」（
墨
陽
円
）、「
Ｎ
Ｏ
4 

1 

0 

6
／
昭
和
21
・
2
／
寄

贈
／
高
知
県
立
図
書
館
蔵
書
印
」（
朱
陽
円
）。

〈
諸
本
〉
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
蔵
の
も
う
一
本
（
請
求
記
号
Ｋ
2 

8 

0
／
1 

1

／
山
内
）
は
垣
守
自
筆
（
吉
﨑
久
『
山
内
文
庫
谷
秦
山
・
垣
守
・
眞
潮
関
係
書

目
』〈
平
成
二
十
年
三
月　

皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
〉
に
よ
る
）。
草
稿
本
。
諸

所
に
あ
る
書
き
入
れ
は
清
書
本
（
請
求
記
号
Ｋ
2 

8 

0
／
1 

1
〜
2
／
山
内
）
に

お
お
む
ね
生
か
さ
れ
て
い
る
。
上
下
二
冊
。
下
冊
裏
見
返
に
墨
書
「
元
文
五
年
庚

申
正
月
下
澣　

谷
丹
四
郎
垣
守
謹
書
」。
下
冊
見
返
し
に
張
り
紙
あ
り
、
墨
書

「
百
十
二
／
土
佐
国
懿
行
記
事
全
五
冊
」。

　

高
知
県
立
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
Ｋ
2 

8 

0
／
1 

1
〜
3
）
は
写
本
一
冊
十

行
本
。
本
文
末
に
あ
る
「
延
享
元
年
甲
子
四
月
以
垣
翁
之
原
本
書
写
畢　

吉
本
真

清
」
と
の
記
述
か
ら
、
垣
守
本
を
直
接
写
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

印
記
「
山
本
文
庫
」（
朱
陽
方
）、「
永
田
文
庫
」（
朱
陽
方
）、「
Ｎ
Ｏ
5 

4 

6 

1
／

昭
和
26
・
6
／
寄
贈
／
高
知
県
立
図
書
館
蔵
書
印
」（
朱
陽
円
）、「（
一
字
不
明
）

森
書
蔵
」（
黒
陽
楕
円
）。
な
お
国
文
学
研
究
資
料
館
Ｈ
Ｐ
「
古
典
籍
総
合
目
録
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
、
高
知
県
立
図
書
館
蔵
本
と
し
て
享
保
一
八
写
、
元
文
五
写
、

二
六
）
に
は
﹇
五
﹈『
浮
津
孝
子
伝
』
に
も
跋
を
寄
せ
て
い
る
。

〈
成
立
〉
助
作
が
表
彰
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
友
人
の
中
屋
厚
之
が
執
筆
し
、
序
跋
を

請
う
て
成
っ
た
。

【
孝
子
素
性
・
事
蹟
・
表
彰
】

〈
素
性
〉
虫
賀
作
助
。
土
佐
藩
士
・
今
枝
満
直
の
臣
。
才
右
衛
門
重
勝
の
子
。

〈
事
蹟
〉
主
従
と
も
に
早
く
父
を
亡
く
し
た
。
主
人
に
よ
く
仕
え
た
。
満
直
が
藩
主

の
勘
気
を
被
っ
て
禄
を
奪
わ
れ
た
が
、
そ
の
ま
ま
仕
え
続
け
た
。
江
戸
で
没
し
た

主
家
の
奴
・
幡
多
郡
の
三
助
と
い
う
者
を
懇
ろ
に
弔
っ
た
。
母
と
と
も
に
満
直
の

家
に
住
ん
だ
。
助
作
の
母
が
臨
終
の
際
、
助
作
は
仮
屋
を
作
っ
て
そ
こ
に
移
そ
う

と
し
た
が
、
満
直
は
今
ま
で
の
奉
公
に
免
じ
て
邸
内
で
最
期
を
看
取
ら
せ
た
。
満

直
に
子
が
い
な
い
の
を
案
じ
て
、
自
ら
の
禄
を
削
っ
て
妾
を
持
つ
よ
う
進
言
し
た

（
満
直
は
従
わ
な
か
っ
た
）。

〈
表
彰
〉
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
十
二
月
十
二
日
、
藩
主
か
ら
満
直
へ
新
知
行
二

百
石
と
役
領
五
十
石
と
居
宅
な
ど
。
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
六
月
十
一
日
、
藩

主
か
ら
助
作
夫
婦
へ
米
穀
五
苞
。

【
翻
刻
・
複
製
・
参
考
文
献
】

〈
翻
刻
〉『
土
佐
国
史
料
集
成　

南
路
志
』（
平
成
三
年
十
二
月　

高
知
県
立
図
書

館
）、『
土
佐
国
史
料
集
成　

土
佐
国
群
書
類
従
』
巻
五
（
平
成
十
五
年
三
月　

高

知
県
立
図
書
館
）

﹇
十
二
﹈
土
佐
国
懿
行
記
事

谷
垣
守
著　

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
正
月
成　

写

叢
伝　

漢
文　

土
佐
藩
（
高
知
県
）

【
書
誌
・
構
成
・
諸
本
】
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1
高
知
城
下
孝
婦

〈
素
性
〉
国
宰
深
尾
帯
刀
の
家
僕
・
貞
助
の
妻
。

〈
事
蹟
〉
姑
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
十
二
月
、
藩
主
よ
り
米
。

2
足
軽
弥
五
丞

〈
素
性
〉
足
軽
助
八
の
養
子
。

〈
事
蹟
〉
中
風
の
養
父
母
に
よ
く
仕
え
た
。
親
の
た
め
に
江
戸
詰
の
勤
め
を
断
っ

て
代
わ
り
を
立
て
た
く
思
っ
た
が
、
そ
の
人
へ
の
礼
物
を
用
立
て
る
金
が
な
い
。

そ
こ
へ
日
頃
の
勤
勉
さ
に
感
じ
た
親
族
た
ち
が
用
立
て
て
く
れ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
七
月
、
藩
主
よ
り
米
。

3
高
岡
郡
高
岡
郷
市
右
衛
門

〈
事
蹟
〉
同
居
の
姑
に
よ
く
仕
え
る
。
城
下
西
井
口
村
に
住
む
実
兄
・
茂
兵
衛
を

家
に
引
き
取
る
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
五
月
、
藩
主
よ
り
米
。

4
土
佐
郡
一
宮
村
孝
子

〈
素
性
〉
ま
す
、
と
く
、
弥
吉
。
一
宮
の
社
人
・
弥
右
衛
門
の
子
。

〈
事
蹟
〉
母
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
五
月
、
藩
主
よ
り
賞
。

5
前
野
忠
作

〈
素
性
〉
土
佐
藩
士
。
五
人
扶
持
馬
廻
り
の
末
子
格
。

〈
事
蹟
〉
妻
も
僕
も
持
た
ず
、
母
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
五
月
、
藩
主
よ
り
新
扈
従
へ
の
昇
進
、
切

符
十
石
、
褒
詞
。

6
安
芸
郡
松
田
島
里
長
六
左
衛
門

〈
事
蹟
〉
母
に
よ
く
仕
え
た
。
大
水
の
さ
い
母
を
背
負
っ
て
逃
げ
た
。

延
享
元
写
、
と
三
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
確
認
で
き

た
の
は
右
の
一
本
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
松
山
秀
美
『
歌
人
群
像
』
に
よ
れ
ば
、『
南
路
志
翼
』
巻
六
に
も
所
収
。

識
語
は
「
元
文
五
甲
申
正
月
下
澣
谷
丹
四
郎
垣
守
謹
書
」
と
あ
る
と
い
う
。

【
著
者
・
成
立
】

　
『
土
佐
国
鏡
草
』
と
『
土
佐
国
懿
行
記
事
』
と
は
人
選
と
並
び
順
が
同
じ
で
あ
る
。

と
な
れ
ば
、
ど
ち
ら
が
早
く
書
か
れ
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
識
語
を
比

較
す
る
と
、『
土
佐
国
鏡
草
』
の
方
が
早
い
。
つ
ま
り
こ
の
『
土
佐
国
懿
行
記
事
』

は
、
平
仮
名
本
で
あ
る
『
土
佐
国
鏡
草
』
が
完
成
し
た
後
、
す
べ
て
を
漢
文
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
識
語
に
よ
れ
ば
、『
土
佐
国
鏡
草
』
は
元
文
五
年
（
一

七
四
〇
）
正
月
二
十
一
日
の
完
成
、『
土
佐
国
懿
行
記
事
』
は
同
年
同
月
下
旬
の
完

成
と
あ
る
。
平
仮
名
本
が
完
成
し
て
か
ら
十
日
た
ら
ず
で
書
き
上
げ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
全
国
的
な
流
れ
か
ら
見
る
と
、
平
仮
名
文
が
先
に
成
り
、
あ
と
か
ら
漢
文
が
成

る
と
い
う
の
は
珍
し
い
部
類
に
属
す
る
。

　

な
お
、『
土
佐
国
群
書
類
従
』
巻
六
（
平
成
十
五
年
十
二
月　

高
知
県
立
図
書
館
）

「
解
説
」
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

『
土
佐
國
懿
行
記
事
』
は
享
保
十
三
年
か
ら
元
文
四
年
ま
で
の
褒
賞
者
の
行
状

を
垣
守
が
漢
文
で
書
き
献
上
し
た
控
え
を
、
自
ら
一
本
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。

　

成
立
過
程
に
関
す
る
踏
み
込
ん
だ
興
味
深
い
記
述
で
あ
る
。
た
だ
し
、
献
上
し
た

控
え
で
あ
る
と
い
う
具
体
的
な
根
拠
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
成
立
過
程

を
裏
付
け
る
史
料
も
筆
者
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。『
土
佐
国
鏡
草
』
の
漢
文
化
と

考
え
た
方
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
孝
子
素
性
・
事
蹟
・
表
彰
】

　

※
見
出
し
は
原
本
中
の
章
題
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
。
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近
世
孝
子
伝
解
題
（
一
）　　
　

勝
又　

基

〈
素
性
〉
土
佐
郡
朝
倉
の
庄
枝
郷
村
の
医
者
。

〈
事
蹟
〉
母
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
春
、
褒
賞
。

13
瞽
者
氏
都
妻

〈
素
性
〉
高
知
城
下
西
井
口
村
の
民
。

〈
事
蹟
〉
座
頭
の
夫
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
春
、
藩
主
よ
り
米
。、

14
長
岡
郡
新
改
村
孝
女

〈
素
性
〉
よ
ね
。
長
岡
郡
殖
田
の
里
新
改
村
の
民
。

〈
事
蹟
〉
母
に
よ
く
仕
え
た
。
隣
家
で
水
風
呂
を
沸
か
す
時
に
は
背
負
っ
て
湯
を

も
ら
い
に
連
れ
て
行
っ
た
。
母
の
た
め
に
嫁
が
な
か
っ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
春
、
藩
主
よ
り
米
。

15
幡
多
郡
鞭
村
孝
子

〈
素
性
〉
馬
医
・
升
右
衛
門
、
農
民
・
小
八
の
兄
弟
。
喜
左
衛
門
の
子
。

〈
事
蹟
〉
弟
の
家
に
住
む
父
に
よ
く
仕
え
た
。
小
八
は
姉
親
子
も
養
っ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
八
月
中
旬
、
藩
主
よ
り
米
。

16
高
岡
郡
窪
川
村
文
八

〈
素
性
〉
も
と
は
老
臣
・
林
氏
に
仕
え
た
。
林
氏
が
滅
ん
だ
後
は
農
業
を
し
た
。

〈
事
蹟
〉
母
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
八
月
、
藩
主
よ
り
米
。、

17
高
知
城
北
江
口
村
清
七

〈
素
性
〉
山
林
の
司
の
役
夫
。

〈
事
蹟
〉
母
に
よ
く
仕
え
た
。
家
の
半
分
を
他
人
に
貸
し
、
家
賃
を
取
ら
な
い
代

わ
り
に
外
出
時
の
見
守
り
を
頼
ん
だ
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
八
月
、
藩
主
よ
り
米
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
八
月
、
藩
主
よ
り
米
。

7
高
知
城
下
林
助

〈
事
蹟
〉
父
・
伊
助
に
よ
く
仕
え
る
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
六
月
、
藩
主
よ
り
米
。

↓
﹇
五
﹈〔
孝
子
林
助
伝
〕
参
照
。

8
安
芸
郡
甲
浦
長
十
郎

〈
素
性
〉
漁
人
の
組
頭
。

〈
事
蹟
〉
母
に
よ
く
仕
え
、
貧
し
い
兄
弟
や
従
兄
弟
も
養
っ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
六
月
、
藩
主
よ
り
米
。

↓
﹇
六
﹈〔
孝
子
長
十
郎
伝
〕
参
照
。

9
吾
川
郡
甲
殿
村
源
助

〈
素
性
〉
農
民
。

〈
事
蹟
〉
母
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
六
月
、
藩
主
よ
り
褒
美
。

10
高
知
城
下
工
匠
平
助

〈
事
蹟
〉
江
戸
へ
亡
命
し
た
父
・
茂
作
を
二
十
三
年
ぶ
り
に
探
し
当
て
、
連
れ
て

帰
っ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
九
月
、
藩
主
よ
り
平
助
に
米
、
父
の
亡
命

の
罪
を
許
す
。

↓
﹇
八
﹈〔
孝
子
平
助
伝
〕
参
照
。

11
幡
多
郡
下
山
郷
半
家
村
義
民

〈
事
蹟
〉
上
に
よ
く
仕
え
、
貧
し
い
家
を
助
け
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
十
月
上
旬
、
藩
主
よ
り
村
へ
米
四
十
三
俵

と
庄
屋
地
下
人
へ
褒
美
。

12
岡
本
治
七
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22
長
岡
郡
本
山
郷
勘
九
郎
妻

〈
素
性
〉
夫
の
勘
九
郎
は
商
人
。

〈
事
蹟
〉
姑
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
正
月
、
藩
主
よ
り
米
。

23
土
佐
郡
布
師
田
村
市
蔵

〈
素
性
〉
は
じ
め
藩
士
・
馬
詰
氏
の
僕
従
。
の
ち
に
藩
主
の
庭
番
。

〈
事
蹟
〉
母
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
八
月
、
藩
主
よ
り
褒
賞
。

24
高
知
城
下
商
人
重
作

〈
事
蹟
〉
父
母
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
八
月
、
藩
主
よ
り
褒
賞
。

25
香
加
美
郡
岩
村
郷
福
田
岩
次
両
村
風
俗

〈
事
蹟
〉
家
業
に
努
め
、
助
け
合
っ
て
年
貢
や
役
も
滞
り
な
く
行
っ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
九
月
、
藩
主
よ
り
両
村
の
村
老
、
村
民
に

米
。

26
幡
多
郡
悪
瀬
瀬
村
風
俗

〈
事
蹟
〉
男
女
と
も
に
産
業
に
い
そ
し
み
、
助
け
合
っ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
九
月
、
藩
主
よ
り
村
長
ら
に
米
。

27
長
岡
郡
西
野
地
村
喜
三
兵
衛
妻
子
并
隣
家
宇
兵
衛

〈
素
性
〉
喜
三
兵
衛
は
間
人
。
妻
・
つ
や
、
娘
・
鉄
。
宇
兵
衛
は
農
民
。

〈
事
蹟
〉
狂
っ
た
夫
を
よ
く
助
け
た
。
宇
兵
衛
は
自
ら
の
土
地
に
喜
三
郎
の
居
を

構
え
さ
せ
、
様
々
助
け
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
十
一
月
、
藩
主
よ
り
鳥
目
。

28
高
岡
郡
押
岡
村
農
夫
六
兵
衛

〈
素
性
〉
小
笠
原
某
の
知
行
所
の
民
・
覚
左
衛
門
の
譜
代
の
従
者
。

18
足
軽
八
助

〈
素
性
〉
長
岡
郡
池
村
の
足
軽
・
弥
源
次
の
養
子
。

〈
事
蹟
〉
養
父
母
に
よ
く
仕
え
た
。
家
の
妹
と
も
睦
ま
じ
く
し
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
八
月
、
藩
主
よ
り
下
代
類
に
昇
進
。

19
吾
川
郡
御
畳
瀬
浦
孫
作

〈
素
性
〉
商
人
。

〈
事
蹟
〉
両
親
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
八
月
、
藩
主
よ
り
褒
美
。

20
高
知
城
下
熨
斗
屋
六
兵
衛

〈
素
性
〉
熨
斗
屋
与
兵
衛
の
養
子
。
異
父
妹
は
御
畳
瀬
浦
の
漁
人
・
次
兵
衛
に
嫁

い
だ
。

〈
事
蹟
〉
貧
し
い
異
父
妹
の
一
家
を
助
け
た
。
異
父
妹
と
そ
の
子
を
引
き
取
ろ
う

と
申
し
出
た
が
、
異
父
米
は
夫
を
見
捨
て
ず
断
っ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
八
月
、
藩
主
よ
り
六
兵
衛
に
褒
詞
、
異
父

妹
に
米
。

21
島
村
七
郎
右
衛
門
／
島
田
弥
惣
次
／
伊
野
部
幸
八
并
附
録

〈
素
性
〉
土
佐
郡
鴨
部
村
の
民
。
七
郎
右
衛
門
は
郷
士
。
弥
惣
次
は
郷
士
の
家
族
。

幸
八
は
老
臣
・
深
尾
左
京
に
仕
え
た
。

〈
事
蹟
〉
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
秋
か
ら
の
凶
作
の
さ
い
、
真
っ
先
に
米
を

施
し
た
。
こ
の
た
め
村
か
ら
は
御
救
米
や
御
売
米
の
願
い
を
す
る
物
が
い
な
か

っ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
冬
、
藩
主
よ
り
屋
敷
へ
召
さ
れ
料
理
、
鳥

目
、
褒
称
。

〈
備
考
〉
国
守
よ
り
救
恤
の
事
蹟
を
記
す
よ
う
垣
守
が
命
じ
ら
れ
た
さ
い
の
文
章

を
引
用
す
る
。
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勝
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基

〈
事
蹟
〉
母
と
協
力
し
て
父
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
十
月
、
藩
主
よ
り
鳥
目
。

35
幡
多
郡
藤
川
村
農
夫
佐
次
右
衛
門
女
妻

〈
素
性
〉
名
・
感
。

〈
事
蹟
〉
父
に
よ
く
仕
え
た
。
生
魚
が
な
け
れ
ば
酒
を
飲
ま
な
い
父
の
た
め
に
、

二
里
半
の
道
の
り
を
歩
い
て
熾
墨
を
売
っ
て
稼
い
だ
。
生
魚
の
無
い
と
き
は
自

ら
川
に
入
っ
て
魚
を
捕
っ
た
。
草
花
を
飾
り
、
藁
人
形
を
操
っ
て
父
の
心
を
慰

め
た
。
佐
次
右
衛
門
の
妻
も
よ
く
仕
え
、
兄
妹
も
仲
睦
ま
じ
か
っ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
十
月
、
藩
主
よ
り
米
。

36
幡
多
郡
上
川
口
浦
倉
番
茂
作

〈
事
蹟
〉
父
母
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
二
月
、
藩
主
よ
り
米
。

37
長
岡
郡
本
山
郷
大
庄
監
沢
田
源
兵
衛

〈
事
蹟
〉
疫
病
が
出
た
家
を
も
隔
て
ず
、
村
全
体
を
よ
く
世
話
し
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
二
月
、
藩
主
よ
り
米
。

38
高
知
城
下
間
民
平
兵
衛
妹

〈
素
性
〉
名
・
合
。
平
兵
衛
は
は
じ
め
藩
に
仕
え
た
が
、
目
を
病
ん
で
間
民
と
な

っ
た
。

〈
事
蹟
〉
兄
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
四
月
、
藩
主
よ
り
賞
（『
土
佐
国
鏡
草
』
は

「
よ
ね
」
と
す
る
）。

39
吾
川
郡
用
居
村
里
長
曾
助

〈
事
蹟
〉
貧
し
い
村
だ
っ
た
が
、
産
業
を
励
ま
し
た
た
め
に
貢
物
を
欠
か
な
く
な

っ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
八
月
、
藩
主
よ
り
帯
刀
を
許
さ
れ
る
。

〈
事
蹟
〉
覚
左
衛
門
の
次
男
・
覚
助
の
農
業
を
助
け
た
。
覚
左
衛
門
の
家
に
恩
を

果
た
し
続
け
る
た
め
、
従
兄
弟
の
甚
作
を
養
子
に
迎
え
た
。

〈
表
彰
〉
覚
左
衛
門
の
長
男
・
九
郎
右
衛
門
の
計
ら
い
に
よ
り
、
主
従
を
離
れ
て

同
輩
の
農
人
と
な
っ
た
。
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
五
月
、
藩
主
よ
り
米
。

29
高
岡
郡
日
下
村
孝
婦

〈
素
性
〉
作
。
間
人
・
新
作
の
妻
。

〈
事
蹟
〉
姑
と
盲
人
と
な
っ
た
夫
と
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
五
月
、
藩
主
よ
り
鳥
目
。

30
安
芸
郡
伊
尾
木
村
農
夫
長
兵
衛

〈
事
蹟
〉
夫
婦
で
父
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
五
月
、
藩
主
よ
り
鳥
目
。

31
高
知
城
下
清
八

〈
素
性
〉
藩
の
家
士
。

〈
事
蹟
〉
同
役
な
が
ら
没
し
て
絶
え
た
兄
の
家
族
を
招
き
、
助
け
た
。
病
の
姉
を

も
よ
く
助
け
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
五
月
、
藩
主
よ
り
禄
六
斗
を
加
増
（『
土
佐

国
鏡
草
』
は
「
切
米
」
と
す
る
）。

32
香
美
郡
大
谷
村
農
夫
清
八

〈
事
蹟
〉
子
を
舅
に
預
け
、
夫
婦
で
父
と
継
母
に
よ
く
仕
え
る
。

〈
表
彰
〉
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
五
月
、
藩
主
よ
り
鳥
目
。

33
幡
多
郡
楠
山
村
間
民
伝
右
衛
門

〈
事
蹟
〉
父
・
源
六
が
貧
し
さ
故
に
乞
食
に
出
る
と
い
う
の
で
、
父
か
ら
譲
り
受

け
て
い
た
山
林
を
返
し
た
。
母
に
も
よ
く
仕
え
て
、
両
親
の
心
を
和
ら
げ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
十
月
、
藩
主
よ
り
米
。

34
幡
多
郡
中
村
商
人
治
助
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二
〇
一
四
年

〈
素
性
〉
酒
井
弥
五
兵
衛
知
行
の
庄
屋
。

〈
事
蹟
〉
忠
僕
の
茂
吉
と
申
合
せ
、
弥
五
兵
衛
の
引
き
払
い
を
よ
く
司
っ
た
。
自

分
の
家
を
明
け
渡
し
、
浪
人
し
た
弥
五
兵
衛
を
住
ま
わ
せ
た
。

〈
表
彰
〉
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
閏
十
一
月
の
言
上
に
よ
り
、
藩
主
よ
り
米
五

俵
。

〈
備
考
〉
前
章
と
関
連
あ
り
。

46
長
岡
郡
大
河
内
上
津
川
村
伍
長
弥
市
右
衛
門
夫
婦

〈
素
性
〉「
伍
長
」
は
五
人
組
頭
の
こ
と
。

〈
事
蹟
〉
夫
婦
で
父
母
に
よ
く
仕
え
た
。
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
の
虫
害
、

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
旱
魃
で
領
民
を
助
け
た
。

〈
表
彰
〉
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
十
二
月
の
言
上
に
よ
り
、
藩
主
よ
り
米
五
俵
。

47
高
岡
郡
大
向
村
伍
長
善
三
郎

〈
事
蹟
〉
郷
士
・
宗
﨑
元
之
進
一
族
が
疱
瘡
を
病
ん
で
人
々
が
寄
り
つ
か
な
く
な

っ
た
際
、
病
死
の
人
を
葬
り
、
病
人
を
看
護
し
、
牛
馬
の
世
話
を
し
た
。
元
之

進
の
子
・
平
左
衛
門
が
家
督
相
続
の
た
め
城
下
へ
行
く
路
銀
も
借
り
整
え
た
。

〈
表
彰
〉
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
二
月
、
藩
主
よ
り
善
三
郎
に
米
三
俵
。
農
夫

惣
七
、
儀
平
、
重
平
に
も
米
一
俵
ず
つ
。

〈
備
考
〉
惣
七
・
儀
平
・
重
平
の
事
蹟
未
詳
。

48
高
岡
郡
多
野
郷
伍
長
太
次
兵
衛

〈
素
性
〉
三
代
続
く
組
頭
。

〈
事
蹟
〉
組
中
を
よ
く
世
話
し
た
。
去
年
（
元
文
三
年
〈
一
七
三
八
〉
か
）
の
不

作
で
は
、
自
ら
の
田
地
を
質
に
入
れ
て
貢
物
を
肩
代
わ
り
し
た
。
隠
居
し
た

父
・
太
兵
衛
も
よ
く
村
中
を
世
話
し
た
。

〈
表
彰
〉
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
二
月
の
言
上
に
よ
り
、
藩
主
よ
り
米
五
俵
。

40
幡
多
郡
具
同
村
枝
邑
馬
越
里
義
民

〈
事
蹟
〉
村
中
の
風
俗
が
良
か
っ
た
。

〈
表
彰
〉
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
四
月
、
藩
主
よ
り
百
二
十
六
名
の
農
夫
へ
米

二
十
五
俵
。

41
高
知
城
下
孝
婦

〈
素
性
〉
し
め
。
菜
園
町
大
工
勢
平
の
妻
。

〈
事
蹟
〉
舅
に
よ
く
仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
八
月
、
藩
主
よ
り
米
。

42
幡
多
郡
上
長
谷
狼
内
両
村
里
長
代
丈
右
衛
門

〈
事
蹟
〉
農
民
が
借
り
た
米
を
代
わ
り
に
返
済
し
た
。

〈
表
彰
〉
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
正
月
、
藩
主
よ
り
家
号
と
帯
刀
を
許
さ
れ
る
。

43
足
軽
源
作

〈
素
性
〉
高
知
城
下
。
足
軽
平
太
夫
の
養
子
。

〈
事
蹟
〉
養
母
に
よ
く
仕
え
た
。
江
戸
勤
番
も
代
わ
り
を
雇
っ
て
親
元
に
残
っ
た
。

〈
表
彰
〉
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
二
月
、
藩
主
よ
り
褒
賞
。
元
文
二
年
（
一

七
三
七
）
十
一
月
、
藩
主
よ
り
昇
進
。

44
高
岡
郡
窪
川
村
茂
吉

〈
素
性
〉
老
臣
・
林
氏
の
騎
馬
・
酒
井
弥
五
兵
衛
の
臣
。

〈
事
蹟
〉
主
人
に
よ
く
仕
え
た
。
居
所
を
用
意
す
る
と
の
申
し
出
を
断
り
、
長
屋

に
住
ん
だ
。
知
行
の
収
支
計
算
も
よ
く
行
っ
た
。
林
氏
が
衰
え
て
一
家
が
流
浪

し
て
も
忠
を
尽
く
し
、
的
確
な
進
言
を
し
た
。
弥
五
兵
衛
の
病
死
後
も
遺
族
に

仕
え
た
。

〈
表
彰
〉
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
閏
十
一
月
の
言
上
に
よ
り
、
藩
主
よ
り
一
人

扶
持
切
米
二
石
と
昇
進
。

45
高
岡
郡
下
久
礼
地
村
農
夫
孫
丞
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﹇
十
三
﹈
土
佐
国
孝
子
伝

　
『
国
書
総
目
録
』
掲
載
。
所
蔵
先
に
「
高
知
」
と
あ
る
が
、
高
知
県
立
図
書
館
で

は
所
蔵
が
確
認
で
き
な
い
。
戦
災
で
焼
失
し
た
か
、
と
の
こ
と
。




